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13ヵ月の相談件数163件（延べ183件）のうちで1番多いのは「生活保護」（15.3％）、次いで「相続」（8.4％）、以下「離婚」「住宅」「近隣苦情」などとなっています。
相談項目を社会状況に合わせて仕分けて見ますと、「家庭や親類間の悩み、トラブルなど家族問題」26.8%、「高齢者、身障者、生活保護など社会的弱者の問題」26.3%、「借金、金銭問題」9.5%などとなっています。
以上のように、相談センターに寄せられた相談は、まさに今日の社会状況を反映したものになっています。「くらし支える相談センター」を立ち上げる時、その目的を、孤立死、餓死、多重債務など危機的状況に陥らない前に何とか救済につなげられないかとしましたが、少しずつ果たされつつあるように思われます。


「くらし支える相談センター」を法律相談の面でバックアップしようと、名古屋北法律事務所が毎週金曜日午後1時30分から3時まで、３人枠で無料法律

相談を行うようになって1年余になります。
この間、相談日の全日程の６割が予約で埋まり、債務、離婚、相続など45件に達しました。
無料法律相談を受けた方々に感想を聞いてみると、訪問しやすく、日頃近寄りがたい弁護士さんに気軽に相談ができ、仮に未解決でも気分が晴々として帰れると、相談センターを後にされました。
名古屋北法律事務所がめざす「市民の身近な法律事務所」「市民の暮らしや権利をまもる弁護士像」など、法律面からの社会貢献が大きく前進しています。
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くらし支える相談センター、開設して1年１ヵ月を経過
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生活保護など、これまでに延べで183件に達する





　昨年7月開設以来13ヵ月になります。相談は163件、同一人の繰り返しを入れると延べ183件、毎月平均10数件になります。相談内容は、生活保護に関わる問題が多く、以下相続、離婚、住宅、近隣トラブルなど、総じて今日の社会状況が反映されています。


最近の傾向として、無料法律相談以外の相談でも、面談での相談が多くなり、相談センターも人の出入りで賑わっています。なかには、税金の医療控除で、再三書類をもって訪れるうちに、確定申告に強くなりたいと努力される相談者も出てきています。


　





相談件数の15.3％が生活保護





多い家族関係や高齢者の生活の相談





併設の無料法律相談、45件にのぼる





名古屋北法律事務所の社会貢献がすすむ














ポスター貼り出しにご協力を！
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　ホウネット会員の皆さんの募金で１千枚ポスターを製作しました。


　色合い、図柄など評判になっています。自宅や団体をはじめ、近所の方々に貼り出しの協力をよろしくお願します。








